な もの を 以て びっしりと 装うた 樹が あり/^ と 見えた _ 

それが 只 白 い 霧の 中に 注意力 を 集注せ しめた > けで ど 

んな もので あつたか 能く は 分らなかった とい ふので あ 

つた。 此の 峠 は 自分 も 嘗て 越えた ことがある。 眠に 落 

ちゃうと する 時 遠く 幽かに 耳に 入る 人語の 響の やうな 

水の 流 を 有する 深い 谷が 巨口 を 開いて 時々 空に 向いて 

水蒸気 を 吐く。 さう して 其 薄 い 霧が 烟の 如く 密樹の 梢 

を 伝 ひて は 消散す る を 見た のであった。 尾 頭 峠 は 自分 

たいまつ 

は 夜 も 越えた。 さう して 松 火 さへ も 持たなかった 自分 

は 其 時 崖から 墜落した。 幸に 大事に は 至らなかった が 

其 時の 恐ろしかった 記憶が 自分 を して 尾 頭 峠 を 忘れし 



度と に 表 はれて 居る。 火 緦銃を 執って 分け入る 時 凡そ 

如何なる 野獣で も 適当の 距離に 於て 彼の 目に 入って 其 

筒先に 斃れ ない ものはなかった。 彼 は 又木 を 攀ぢて 野 

獣の 徘徊す る を 求める ことがあった。 獲物が 近づいて 

来れば それまで > である。 其 獲物が 一 旦 方向 を 転ずる 

か 物に 怖れて 疾走す る 時 彼 は 一 躍して 之 を 追うて 咄嗟 

に 一 丸 を 放つ。 若し 一 度で も それが 徒労で あったなら 

ば 信 州 第一 の 名 を 博す る 所以で はない。 或 時 子 を 連れ 

た 女 熊が 木の実 を 求めて 橡の 大樹 を攀ぢ っゝ あるの を 

発見した。 熊 は 悉 く 其樹を 下る 余裕 を 与 へられな か 

つた。 熊 は 三 個の 屍 鉢 を其樹 下になら ベた。 又 熊が 前 



たのであった。 シラ クチの 実 を 採ろうと 思って 居る と 

がさく と 近くに 響 を 立てる ものが ある。 凝然として 

すかして 見る と 大きな 黒い ものが の そり/^ と 動いて 

居る。 直ちに 鉄砲 を 取り直して 火蓋 を 切る と 只 一発で 

転がった。 斃れ たの は 三十 余 貫の 熊であった。 野獣 を 

打った の は それが 始めて、 V あつたと いふので ある。 十 

三才の 少年に は 長い 火 緦銃は 立てたら 其 身に 余った で 

あらう。 其 火 緦銃を 肩に して 行く 処は其 天与の 大胆な 

気性がなかった としたならば それ は 余りにいた/ \ し 

いこと でなければ ならぬ。 さう 思って 見る と 散り乱れ 

た 黄色な 木の葉 を 踏んで 樹 蔭に 身 を 寄せながら 熊 をす 



翌朝 自分 は 囲炉裏の 焚火に あたりながら 又 コカを 請求 

した。 宿の 子が 此度は 木の 皮で 編んだ 袋の やうな もの 

に 入れた 儘 自分に 出して くれた。 此のう しろの 樹立へ 

行けば 幾らでも あると 別当 はいった。 自分 は 余り 喰べ 

ると 口中が 荒れ るから と 注意 さ れ たけれ ど 悉くた ベ て 

畢 つた。 或は 此が 渋の 鶴 爺さんの いった シラ クチの 実 

では あるまい かと 思った ので、 此の 蔓は洋 杖に する も 

ま.. こ 

ので はない かとい ふと 焚火の 搰を 燻べ ながら 別当が さ 

うだと いった。 自分 は 何だか 非常に 嬉しかった。 別当 

の 家 を 立 つ て 湖畔 を 伝 ひて 秋 茱萸が 草の やうに 茂った 

汀 を 暫く 歩いた。 茱萸は 漸く 成熟し かけた 処で薄 赤 
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• 表記に ついて 

• 本 文中の 「く」 は、 二倍の 踊り字 (「く」 を 縦に 長 

くした ような 形の 繰り返し 記号)。 

* 濁点 HZ: きの 二 K の 踊り字 は 「^\」。 



